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藤

井

直

正

一

は

し

が

き

日
本
列
島
を
席
巻
す
る
各
種
の
開
発
事
業
に
伴

っ
て
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
県
に
至
る
全
国
の
各
地
で
、
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
規
模
の
大

小
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
遺
跡
の
種
類
も
多
岐
に
わ
た
り
、
旧
石
器
時
代
か
ら
歴
史
時
代
に
及
ん

で
い
る
が
、
そ
の
件
数
は
年
ご
と
に
増
加
の

一
途
を
た
ど

っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
う
し
た
現
象
は
、
全
国
の
各
地
に
お
い
て
、
各
種
の
建
設

・
土
木
事
業
が
、
規
模
の
大
小
は
あ

っ
て
も
、
相
次

い
で
計
画
さ
れ
施
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
最
大

の
原

因
で
あ
る
が
、

昭
和
五
十
年

に
文
化
財
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、
周
知
の
遺
跡
、
す
な
わ
ち
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
対
す
る
規
制
が
強
化
さ
れ
た

こ
と
、

工
事
計
画
の
策
定

段
階

で
の
協
議
が
徹
底
し
て
来
た
こ
と
、
言

い
か
え
れ
ば
都
道
府
県

・
市
町
村

に
お
け
る
文
化
財
保
護
行
政
の
著
し
い
進
展
を
単
的
に
示
し
て
い
る

こ
と
に
他
な
ら
な

い

の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
と
し
て
、

"
遺
跡

・
遺
物
を
対
象
と
し
て
過
去
を
考
え
る
こ
と
"
を
目
的
と
す

る
考
古
学
は
、
あ
た
か
も
現
代
の
寵
児
で
あ
る
か

の
よ
う
に
脚
光
を
浴
び
、

発
掘

調
査

の
現
場

で
の
新
し
い
発
見
や
遺
物
が
出
土
す
る
た
び
に

ニ
ュ
ー
ス
と
し

て
全
国
に
報
道
さ
れ
、

一
っ
の
ブ
ー

ム
を
よ
ん
で
来
た
の
で
あ
る
。

考
古

学
が
お
か
れ
て
い
る
こ
う
し
た
現
状
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
決
し
て
正
常

な
状
態

で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
、
そ
れ

に
対
す
る
研
究
者
と
し
て
の
反
省
、
あ
る
い
は
学
会
と
し
て
の
取
り
組
み
、
社
会
か
ら
の
批
判
等
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

一
つ
の
趨
勢
と
し
て
、
も
早
ど
う
に
も
な

ら
な
い
状
況
に
立
ち
至

っ
て
い
る
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
現
状
に
あ

っ
て
、
年

々
何
百
冊

・
何
千
冊
と
い
う
数
の
調
査
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
よ

り
も
発
掘
調
査

に
よ

っ
て
出
土
す
る
遺
物
は
彪
大
な
量
に
上

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
情
報
の
把
握

・
入
手
は
、
研
究
者
は
も
と
よ
り
大
学
の
研
究
室
に
お

い
て

歴
史
時
代
考
古
学
の
視
点
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歴
史
時
代
考
古
学
の
視
点

も
不
可
能
に
近

い
の
で
あ
る
。

今
回
、
本
稿
に
お

い
て
と
り
上
げ
て
見
よ
う
と
思
う
課
題
は
、
こ
う
し
た
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
考
古
学
の
第

一
線
か
ら

一
歩
下
が

っ
て
、
次

の
二
つ
の
こ
と
に

つ
い

て
、

こ
こ
数
年
来
、
私
自
身
が
経
験
し
、

実
践
し
て
来
た
こ
と
を
通
し
て
私
な
り
の
考
え
を
ま
と
め
て

見
た
も
の
で
あ
る
。

一
つ
は
、

あ
る

一
つ
の
地
域
を
対
象
と
し

て
、
考
古
学
の
立
場
か
ら
、
地
域
に
所
在
す

る
考
古
学
的
資
料
ー
遺
跡
と
遺
物
i
を
十
分
に
生
か
し
な
が
ら
、
地
域
史

・
地
方
史
を
考
え
、
ま
と
め
て
行
く
方
法

へ
の
ア

。フ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
い
わ
ば
歴
史
時
代
考
古
学
の
実
践
記
録

で
あ
る
。

い
ま

一
つ
は
、
た
ま
た
ま
昨
年
度

に
私
が
担
当
し
た
追
手
門
学
院
大
手
前
高
等
学
校

・
中
学
校
敷

地
の
発
掘
調
査
、
お
よ
び
現
在
進
め
て
い
る
大
手
前
女
子
短
期
大
学
敷
地

の
発
掘
調
査
を
通
じ
て
、
標
題
と
し
た
考
古
学

の
視
点
に
関
し
て
、

二
三
の
問
題
を
指
摘
し
て

見
た
い
。

以
上
二
つ
を
総
括
し
て

「
歴
史
時
代
考
古
学
の
視
点
」
と
し
た
。
冒
頭

に
述

べ
た
考
古
学

の
現
状
に
対
す
る
私
自
身
の
批
判
で
あ
り
、
私
な
り
の
考
古
学

へ
の
取
り
組

み
方
で
も
あ
る
。
大
方
の
ご
叱
正

・
ご
批
判
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸

で
あ
る
。

二

遺
跡
と
文
書

・
記
録

わ
が
国
考
古
学

の
泰
斗
で
あ
り
、
は
じ
め

て
考
古
学
を
科
学
的
に
体
系
づ
け
ら
れ
た
浜
田
青
陵
博
士
は
、

そ
の
著

「
通
論
考
古
学
」

で
、

考
古
学
と
は
、
過
去

の
人
類
の
物
質
的
遺
物
を
資
料
と
し

て
、
人
類
の
過
去
を
研
究
す
る
学
問

で
あ
る
。

と
定
義
づ
け
ら
れ
た
。
入
類
の
は
じ
ま
り
か
ら
現
在
に
至
る
長
い
歳
月
の
歴
史
の
中

で
、
文
書

・
記
録
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
文
献
資
料
が

つ
く
ら
れ
る
の
は
後
世
の
こ
と
で

あ
り
、
世
界
の
ど

の
地
域

に
お

い
て
も
、
文
献
資
料
の
な
い
時
代
の
歴
史

は
、
考
古
学
的
方
法
に
よ
る
解
明
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
日
本
列
島
の
場

合
で
も
、
旧
石
器
時
代
か
ら
現
代
に
至
る
長

い
歴
史

の
中

で
、
文
献
資
料
が
出
現
す
る
の
は
古
墳
時
代
以
後

の
こ
と
で
あ
り
、
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文

・
弥
生
時
代

の
解

明
は
考
古
学

の
独
壇
場

で
あ
り
、
明
治
時
代

か
ら
現
代
ま
で
多
く
の
先
学
に
よ

っ
て
数
か
ず

の
業
績
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
今
日
の
日
本
考
古
学

の
基
礎
が
築
か
れ
て
来
た

の
で
あ
る
。

考
古
学
が
扱
う

の
は
、
文
献
資
料
の
な
い
時
代
だ
け

で
は
な
い
。
文
献

資
料
が
あ
る
時
代
に
お
い
て
も
文
献
資
料
が
社
会
の
事
象
す
べ
て
を
文
章
と
し

て
の
こ
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
文
献
資
料
が
あ

っ
て
も
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
を
確
認
す
る
上
に
お

い
て
も
、
物
質
的
資
料
を
扱
う
考
占
学

の
果
た
す
役
割
は
大
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き

い
。

こ
う

し
た

歴
史

考
古
学

の
役
割

を
、
佐
藤

興
治

氏

は
次

の
よ
う

に
述

べ
ら
れ

て

い
る
。

歴
史
考
古
学
が
主
と
し
て
扱

っ
て
き
た
も
の
に
宮
殿
、
城
柵
、
地
方
官
衙
、
寺
院
、
生
産
関
係
、
集
落
、
墓
地
な
ど
の
遺
跡
と
出
土
遺
物
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
文
献
的
な
裏
付
け
が
可
能
で
あ
る
。

文
献
史
料
に
よ

っ
て
遺
跡

・
遺
物
と
の
年
代
と
性
格
を

知
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
く
、

歴
史
考
古
学
の
も

っ
と
も
特
徴
と
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ

る
。
中
国
の
よ
う
に
文
献
史
料
が
き
わ
め
て
古
く
さ
か
の
ぼ
る
例
は
別
に
し
て
も
、
わ
が
国
の
よ
う
に
信
愚
性
の
あ
る
史
料

の
出
現
が
新
し
い
場
合
、
そ
の
活
用
範
囲
は
限
定
さ
れ
る
が
、

史
料
の
少
な
い
段
階
で
は
、
具
体
性
に
富
む
歴
史
復
原
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、
ま
た
史
料

の
豊
富
な
中

・
近
世
に
お
い
て
も
史
料

の
も
つ
抽
象
性
は
あ
る
面
で
は
避
け
ら
れ
な
い
。
こ

の
よ
う
な
中
に
あ

っ
て
遺
跡

.
遺
物
の
実
証
的
研
究
を
目
的
と
す
る
考
古
学
は
、
独
自

の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
わ
け
で
、
そ
の
意
味

で
は
考
古
学
は
遺
跡

・
遺
物
が
存
在
す
る
か

ぎ
り
明
治

・
大
正
時
代
ま
で
及
ぶ
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

そ

こ
で
、
私

自
身

の

フ

ィ
ー

ル
ド

で
あ

り
、

ホ
ー

ム

・
グ

ラ
ウ

ン
ド
で
あ

る
河

内

の
地
域

に
お
け

る

二

つ
の
事
例

を
中

心

に
、

歴
史
考

古
学

の
方
法

に

よ
る
古
代

・
中

世

史

の
解

明
を
試

み
た

い
。み

ず
は
や

1

水
走
氏
と
大
江
御
厨

-

古
代
末
～
中
世
の
河
内

こ
こ
に

一
通
の
古
文
書
が
あ
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
架
蔵
さ
れ
て
い
る

『水
走
文
書
』

の
原
本
の

一
部

で
、
室
町
時
代
の
写
し
で
あ
る
が
、
畿
内
に
お
け
る
典

型
的
な
中
世
土
豪
で
あ
り
、
古
代
末
期
か
ら
中
世
に
お
い
て

河
内
国
の
中
央
部
に
勢
力
を
有
し
た

水
走
氏
の
財
産
譲
状
の
冒
頭
の

一
通
で
あ
る
。

こ
の

『
水
走
文
書
』

は
、
先
年

の
枚
岡
市
史

の
編
さ
ん
に
際
し

て
、
私
自
身
が
そ
の
原
本

の
所
在
を
追
跡
し
た
も

孕

あ
る
が
・
磐

時
代

の
建
長
四
年

(
三

五
二
)
か
ら
南
北
朝
時
代
の

永
徳
三
年

(
=
二
八
三
)
に
至
る
代
々
の
財
産
譲
状
と
そ
の
目
録

で
あ
り
、
水
走
氏
の
領
有
し
た
諸
領

・
諸
職

と
、
各
時
期
に
お
け
る
推
移
を
具
体
的
に
知

る
こ
と
の
で

き
る
史
料
と
し
て
、

つ
と
に
学
界
に
知
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
察
が
加
え
ら
れ
て
来
た
も

の
で
あ
動
・

こ
の

一
通
の
古
文
書
を
資
料
と
し
て
、

こ
れ
を
考
古
学
の
立
場
か
ら
と
ら
え
、
中
世
に
お
け
る
河
内

の

一
地
域
の
歴
史

の
復
原
を
試
み
て
見
よ
う
。
ま
ず
史
料
そ
の
も

の
を
掲
げ
、
対
象
と
す
る
項
目
を
抽
出
す
る

(第
-
図
)
。

①

水
走
氏
の
屋
敷

「
屋
敷

一
所
」

と
し
て

[
五
条
L
と
注
記
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
水
走
氏
の
屋
敷
は
河
内
国
河
内
郡
五
条

に
あ

っ
た
。
井
上
正
雄
氏
の

『
大
阪

府
全
志
』
に
は
、

東
方
山
田
に
水
走
左
近
の
宅
地
跡
あ
り
。
氏
は
枚
岡
神
社
の
神
官
な
り
。
伝
へ
い
ふ
。
天
正
七
年
織
田
氏
の
枚
岡
神
社
を
焼
残
す
る
に
当
り
、
氏
は
神
封
を
掌
り
て
此
に
住
せ
し
か
ば
、
織

歴
史
時
代
考
古
学
の
視
点
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第1図 建長四年 「藤原康高譲状写」(水 走文書)

譲
渡

嫡
男
藤
原
忠
持
屋
敷
井
所
職
私
領
等
事

合
副
渡
公
験
調
度
謹
文
等
別
紙
目
録
在

五
条

一
屋
敷

一
所
①

六
間
壼
面
寝
殿

一
宇

七
間
廊

一
宇

惣
門

一
宇

中
門
七
間

一
宇

三
間
土
屋

一
宇

三
間
壼
面
厩
屋

=
子

五
間
倉

一
宇

三
間
倉

一
宇

六
間
雑
舎

一
宇

--1
②

一
大
江
御
厨
山
本
河
俣
爾
執
當
職
井

御

宣
旨
御
牒

大
治
長
承
里
券

-1
ー
ー

見

③

氷
野
河
井
廣
見
池
細
江
等

一
以
南
惣
長
者
職
井
四
ケ
郷
務

一
松
武
庄
下
司
職

一
勇
公
券
誼
文

一
母
木
寺
本
免
下
司
職

一
國
衙
圖
師

一
平
岡
社
務
井
公
文
職

一
豊
浦
郷
公
文
職

森

四
所
懸

離

北
瀞
楊
鎌

林

↓
水
走
私
領

一
所
之
内
八
坪
壼
町
千
毫
御
前
庭
分

在
判

一
諸
寺
俗
別
當
職

右
件
所
職
井
田
畠
等
者
左
衛
門
尉
藤
原
康
高

之
先
祖
相
傳
之
所
職
私
領
也
而
今
依
爲
嫡
男

藤
原
忠
持
相
副
調
度
謹
文
等
譲
渡
事
畢

傍
爲
後
日
謹
文
勒
庭
分
之
帳
之
状
如
件

建
長
二
二
年
六
月
三
日

左
衛
門
尉
藤
原
康
高

在
判
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歴
史
時
代
考
古
学
の
視
点

第2図 水走氏館跡 と水走私領 の位置(1・z500a生 駒山」rf讃 山」)

田
氏
の
逐
ふ
と
こ
ろ
と
な
り
、
遁
れ
て
大
和
に
走
り
邸
舎
遂
に
嘘
と
な
れ
り
と
。

(後
略
)

と
記
さ
れ
て
い
る
。
近
世

に
五
条
村
の
庄
屋
で
あ

っ
た
野

口
家
に
の
こ
さ
れ
て

い
る
村
絵
図
を
見
る
と

「
水
走
屋
敷
」
と
記
さ
れ
た

一
画
が
あ
り
、
明
治
九
年

(
一
八
七
六
)
五
条
村
戸
長
野
口
与
太
郎
が
提
出
し
た
絵
図
を
見
る
と

「
枚
岡

旧
神
官
水
走
春
忠
上
地
四
百
五
十
番
字
山

田
畑
弐
反
壱
畝
六
歩
」
と
あ
り
、
現

地
と
対
照
し
て
、
現
在

の
五
条
町

一
二
八

一
～
六

番
に
当
た

る

こ
キ
が
わ
か
る

(第
2
図
)
。

昭
和
四
十
八
年
、
私
が
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
に
在
任
中
、
こ
の
屋
敷
跡
の

発
掘
調
査
を
実
施
し
た
が
、
後
世

に
か
な
り

の
改
変
が
加
え
ら
れ
、
本
来
の
状

態

を
と
ど
め
て
い
な

い
が
、
遺
構

の
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
こ
と
が

で
き
た
。

建
長
四
年

(
一
二
五
二
)
に
お
け
る
水
走
氏

の
屋
敷
は
、

土 中 惣 廊 寝
屋 門 門 殿

六
間
壱
面

七
間

七
間

宇 宇 宇 宇 字

厩
屋

三
間
壱
面

一
宇

倉

五
間

一
宇

倉

三
間

一
宇

雑
舎

六
間

一
宇

か
ら
成

っ
て
い
る
。
建
物

の
種
類
と
規
模
が
記
さ
れ
て
い
る
が
配
置
は
わ
か
ら

な

い
。
し
か
し
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
土
豪
層

の
屋
敷
を
構
成
す
る
建
物

の
種

一5一
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類

.
規
模
が
わ
か
り
、

「
法
然
上
人
絵
伝
」
を
は
じ
め
絵
巻
物
に
描
か
れ

て
い
る
屋
敷
の
情
景
等
も
参
考

に
し
て
、
発
掘
調
査
に
よ
る
所
見
を
合
わ
せ

て
考
察
す
る
場
合

の
資
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

②

大
江
御
厨

代
々
の
譲
状

・
目
録
の
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
水
走
氏
重
代

の
所
職
と
し
て

國
大
江
御
厨
山
本
河
俣
両
執
当
職
」

が
あ
る
。

大
江

御
厨
は
、
河
内

国
の
中
央
部

に
ひ
ろ
が

っ
て
い
た
皇
室
御
領

で
、
そ
の
漁
業

・
交
通

・
交
易
等
さ
ま
ざ
ま
な
職
務
を
統
轄
し
管
理
し
て
い
た
の
が
水
走
氏
で
あ

っ
た
。
史
料
の
③
に
見
え

る

h
氷
野
河
井
広
見
池
細
江
」
を
合
わ
せ
て
考
え
て
見
よ
う

(第
3
図
)。

現
在
の
東
大
阪
市
の
北
部
か
ら
大
東
市

・
四
条
畷
市
に
か
け

て
の
地
域

に
は
、
古
代

・
中
世
に
お
い
て
広
大
な
水
面
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
た
。
か

つ
て
は
生
駒
山
ろ
く
ま

で
及
ん
で
い
た
河
内
湾

.
河
内
潟
の
な
ご
り
で
あ
り
、
縄
文
時
代
晩
期
か
ら
弥
生
時
代
の
は
じ
め
に
か
け
て
淡
水
化
し
、
そ
の
後
淀
川

・
大
和
川
の
は

こ
ぶ
土
砂
に
よ

っ

て
挟
め
ら
れ

て
河
内
湖
に
な

っ
て
行

っ
た
過
程
が
地
質
学
上
立
証
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
河
内

湾

・
河
内
潟
の
存
在
と
、
こ
う
し
た
自
然
環
境
に
お
け
る
原
始

・
古
代
の
人

び
と
の
生
活
に

つ
い
て
は
、
生
駒
山
ろ
く
に
点
在
す
る
諸
遺
跡
や
大
阪
市
東
区
に
所
在
す
る
森
の
宮
遺
跡

の
調
査

に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
河
内
平
野

の
中
央
部

に
存
在
す
る
瓜
生
堂
遺
跡

・
西
岩
田
遺
跡
等

の
調
査

に
よ

っ
て
、

弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代

の
籍

が
具
体
的
に
把
握
さ
れ

て
塩

・
そ
れ
以
後
の
歴
史
時
代
の
遺
構
も

一
部
で
は
あ
る
が
検
出
さ
れ
、
遺
物

の
出
土
も
見
て
い
る
が
、
未
だ
そ
れ
を
歴
史
的
に
把
握
す
る
試
み
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
と
り
上
げ
る
大
江
御
厨
を
中
心
と

す
る
文
献
資
料
は
、
考
古
資
料
の
欠
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
と
共
に
考
古
学
的
資
料
を
解
釈
す
る
上
に
も
役
立

つ
の
で
あ
る
。

『
養
老
律
令
」

の
職
員
令
に
よ
る
と
、
宮
内
省

の
管
轄
下
に
あ

っ
て
膳
部
の
こ
と
を
司
る
大
膳
職
に

■
雑
供
戸
」
が
付
属
し
て
い
る
が
、
雑
供
戸
と
は
、
鵜
飼

・
江
人

網
引
等
の
漁
業
に
従
事
す
る
入
び
と
で
、
湖
沼
や
海
浜
に
居
住
し
て
い
た
。
河
内
湖
の
水
辺

に
お
か
れ
た
供
御
江
は
、

『
類
聚
國
史
」

に
、

[
供
御
堤
外
赤
江

・
堤
内
赤

江
」
が
あ
り
、
の
ち

に
は

「
竹
門
江

・
賀
沼
絶
間
江

・
大
治
江
」

の
三
カ
所
が
見
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
河
内
湖
の
北
辺
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
地
名
が

つ
な
が

ら
な
い
た
め
現
地
比
定
は
む
ず
か
し
い
。
ま
た
、

『
延
喜
式
」

に
は
、
内
膳
司
に
所
属
す
る
供
御
の
御
厨
と
し
て

■
河
内
江
厨
」
が
あ
り
、
朝
廷
の
食
膳
に
魚
介
類

・
鳥

類

.
水
草
を
供
進
す
る
と
こ
ろ
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
河
内
江
厨
が
大
き
く
発
展
し
、
大
江
御
厨
と
な

っ
た
の
は
延
喜
五
年

(九
〇
五
)

の
こ
と
で
、

『
山
科
家
旧

蔵
文
書
」
中
の
元
永

二
年

(
一
一
一
九
)

の
官
宣
旨
は
そ
れ
を
伝
え
る
史
料
で
あ
る
。

左
癬
官
下

河
内
國

鷹
遣
官
使
、
任
延
喜
五
年
國
司
請
來
、
令
検
注
言
上
大
江
御
厨
四
至
井
供
御
人
交
名
在
家
免
田
地
所
等
事

歴
史
時
代
考
古
学
の
視
点
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歴
史
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副
下
延
喜
五
年
國
司
請
文
案

一
通

有

得
御
厨
子
所
今
月
九
日
解
儒

彼
御
厨
司
厨
、
當
御
厨
煮

依
藏
人
所
牒
齢

可

國
宣
承
和

依
出旦
行
之

元
永

二
年
七
月
十
六
日

大
史
小
槻
宿
禰
在
判

左
中
辮
源
朝
臣
在
判

こ
う
し
て
成
立
し
た
大
江
御
厨
の
管
理

・
運
営
に
当
た
る
執
当
職
と
し
て
登
場
し
た
の
が
水
走
氏
で
あ
る
。
執
当
職
と
は
供
御
人
の
長
で
あ
り
、
朝
廷
に
貢
進
す
る
品

物
の
調
達
と
管
理
、
漁
業

・
交
通

・
運
輸
、
市
場
の
監
督
な
ど

一
切
の
職
務
を
管
掌
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

"
山
本
"
と

"
河
俣
"
は
そ
れ
ぞ
れ
地
名

で
、

そ

の
管
理
事
務
所

の
所
在
地
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
山
本
は
八
尾
市
山
本
に
当
て
る
説
も
あ
る
が
現
在
は
不
明
で
あ
る
。
河
俣
は
東
大
阪
市
川
俣
で
、
河
内
湖

の
西
岸
に
位
置
す
る
。
ま
た
代
々
の
譲
状
に

「
氷
野
河
浮
津
」
と
記
さ
れ
て
い
る

"
氷
野
"
は
、
現
在

の
大
東
市
氷
野
で
、
そ
れ
は
浮
津
す
な
わ
ち
港
で
あ

っ
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
川
俣
か
ら
氷
野
ま
で
は
河
内
湖

の
水
面
を
横
切
り
、
こ
こ
か
ら
淀
川
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
京
に
は
こ
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
広
大
な
皇
室
領
大
江
御
厨
か
ら
供
進
し
た
品
物
に

つ
い
て
は
史
料
に
乏
し

い
が
、

『
延
喜
式
」
巻
三
九
、
内
膳
司

の
項
に
は
、

荷
葉
藪

七
+
五
枚
。
波
斐
四
把
半
.
難

能

朝
讐

壮
葉
七
+
五
枚
。
嚢

廿
房
。
鍛

+
五
条
。
郵
崩

轟

・

華

七
+
五
枚
。
華

廿
房
。
稚
華

五
条
。
遡
　船

砧

・

右
河
内

國
所
レ
進
。

各
随

二
月
限

一隔
一二

日

一供
之

。

の
記
載

が
あ
る
。

ま
た
、

造
・雑
魚
鮨
・+
石
味
塩
魚
六
斗
綱

罐

料

と
い
う
字
句
も
見
ら
れ
る
。
河
内
湖
で
行
な
わ
れ
て
い
た
漁
業
の
実
態
は
現
在
の
と
こ
ろ
そ
れ
を
裏
附
け
る
文
献
や
そ
の
他
の
資
料
も
ほ
と
ん
ど
な

い
が
、
水
面
と
水
辺

ω

の
情
景
は
、
元
禄

二
年

(
一
六
九
八
)
に
河
内
路
を
旅
し
た
貝
原
益
軒
が
そ
の
紀
行
文

「
南
遊
紀
行
』
に
書
き
留
め
て
い
る
文
章
が
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

か

つ
て
の
河
内
湖
南
縁
の
汀
線
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に

"
御
厨
"
の
地
名
が
の
こ

っ
て
い
る
。
そ
こ
は
奈
良
街
道
が
通
じ
る
交
通
上
の
要
地
で
も
あ
る
が
、
川
俣

に

一g一
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お

き

べ

し
ん
け

近

い
西
堤
遺
跡

や
、
意
岐
部

・
新
家

・
西
岩

田
等

の
諸
遺
跡
で
検
出
さ
れ
て
い
る
歴
史
時
代

の
遺
構

や
出
土
遺
物
は
、

こ
こ
に
取
り
上
げ
た
大
江
御
厨
と
の
関
連

に
お
い

⑩

て
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
を
考
え
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
考
古
学
的
資
料
を
河
内

の
古
代

・
中
世
史
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

2

火
葬
墳
墓
群
と
被
葬
者

生
駒
山
の
西

ろ
く
に
位
置
す
る
現
在

の
東
大
阪
市
石
切
地
区
の
山
腹
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
数
カ
所

で
奈
良

・
平
安
時
代
の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
蔵
骨
容
器
が
出
土
し
、

ず

し

辻

子
谷
を
下

っ
た
中
石
切
町
の

一
地
点

で
は
墓
誌
と
看
倣
さ
れ
る
板
状
の
土
製
品
が
出
土
し

て
い
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
の
知
見
を
ま
と
め
て
紹

介
し
て
お
い
た
が
、
こ
れ

に
加
え
て
、
昭
和
五
十

三
年
、
近
鉄
石
切
駅
の
東
が
わ
で
宅
地
造
成
に
伴
う
発
掘
調
査
に
よ

っ
て
、
新
た
に
火
葬
墓
群
が
検
出
さ
れ
た
。

と
く

に
注
意
を
惹
く

の
は
石
製
鍔
帯
が
出
土
し
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
偏
用
が
官
位
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
火
葬
墓
群
が
築
造
さ
れ

た
背
景
と
し
て
、
官
人
層

の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
昭
和
五
十
三
年

の

一
月
に
は
、
奈
良
市
古
瀬
町
の
茶

畑
か
ら
例

の

「
大
安
萬
呂
墓
誌
」
が
発
見
さ
れ
た

こ
と
で
も
あ
り
、
あ
れ
ほ
ど
の
反
響

は
呼
ば
な
か

っ
た

に
し
て
も
、
河
内

の
地
方
史
と
し
て
は
ビ

ッ
グ

・
ニ
ュ
ー

ス
で
あ
る
の
に
何
の
報
道
も
さ
れ
な
か

っ
た
の
は
意
外

゜

°

°

°

°

㎝

で
あ
る
が
、
こ
れ
こ
そ
視
点
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

こ
の
調
査

に
つ
い
て
は
概
要
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
調
査
担
当
者
に
よ

っ
て
こ
れ
ま
で
の
資
料
の
集
成
が
発
表
さ
れ

　
　

お
お
え
の
お
び
と

よ
し
え
の
す
く
ね

て
い
る
。
私
自
身
、
こ
の
発
見
を
ま

つ
ま
で
も
な
く
官
人

の
存
在
を
想
定
し
、
こ
の
地
を
本
貫
と
し
た
大
戸
首
、
の
ち

の
良
枝
宿
祢

一
族

の
墓
域

で
あ
る
こ
と
を
仮
説
と

脇

し
て
提
出
し
て

い
る
が
、
改
め
て
標
題
と
の
関
連
に
お

い
て
私
見
を
述
べ
て
見
た

い
と
思
う
。

現
在

の
石
切
地
区
は
、
古
代
に
は
河
内
国
河
内
郡
大
戸
郷
と
よ
ば
れ
て
い
た
。

『
倭
名
類
聚
抄
」
国
郡
部
を
見
る
と
、

河
内
郡

英
多

新
居

櫻
井

大
宅

豊
浦

額
田
噸

大
戸

と
あ
る
。
こ
の
大
戸
郷
に
居
住
し
て
い
た
氏
族
と
し
て
、
大
戸
の
地
名
を
負
う
大
戸
首
が
あ
る
。

『
新
撰
姓
氏
録
』
河
内
国
皇
別
に
、

大
戸
首

阿
閑
朝
臣
同
祖
、
大
彦
命
男
比
毛
由
比
命
之
後
也
、
議
安
閑
御
世
河
内
國
日
下
大
戸
村
造
二
立
御
宅

一、
爲
首
仕
二奉
行

一、
侃
賜
二大
戸
首
姓
一、
日
本
紀
漏

と
あ
る
が
、
埼
玉
県
稲
荷
山
古
墳
出
土
の
鉄
剣
銘
に
見
え
る
大
彦
命
を
祖
と
す
る
阿
倍
氏
の

一
族
で
、
安
閑
天
皇

の
御
世
に
大
戸
御
宅

(屯
倉
)

が
お
か
れ
た
の
に
際
し

歴
史
時
代
考
占
学
の
視
点
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て
奉
行
し
、
大
戸
首
の
姓
を
賜
わ

っ
た
こ
と
を
注
記
し
て
い
る
。

大
戸
首
は
良
枝
宿
祢
と
改
姓
さ
れ
た
。
そ
れ
は
承
和
三
年

(
八
三
四
)
十
二
月

の
こ
と
で
、

『
績
日
本
後
紀
』
は
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

乙
未
、
散
位
外
従
五
位
下
大
戸
首
清
上
、
雅
樂
笙
師
正
六
位
同
姓
朝
生
等
十

三
人
、
賜
二姓
良
枝
宿
禰
一、
安
倍
氏
之
枝
別
也

つ
づ

い
て
承
和
三
年

(
八
三
六
)
五
月
条
に
は
、

丙
子
…
…
河
内
國
人
遣
唐
音
聲
長
外
從
五
位
下
良
枝
宿
禰
清
上
、
遣
唐
画
師
雅
樂
笛
笙
師
同
姓
朝
生
、
散
位
春
道
宿
禰
吉
備
成
等
改
二本
居

一貫
二
附
右
京
七
条

二
坊
一

と
あ
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
、
良
枝
宿
祢
清
上
が
遣
唐
音
声
長
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
同
姓
朝
生
が
遣
唐
画
師
で
あ
り
、
雅
楽
笛
笙
師
で
あ

っ
た
こ
と
、

こ
の
二
人
が

遣
唐
使
に
随
行
し
た
栄
誉
あ
る
人
物
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
年
代
に
お
け
る
遣
唐
使
は
、

「
承
和
の
遣
唐
使
」
と
よ
ば
れ
、
野
明
天
皇

の
二
年

(
六
三
〇
)
犬
上
御
田
鍬
を
大
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
第

一
次
か

ら
十
七
回
目
を
数
え
る
第
十
七
次
の
遣
唐
使
で
、
承
和
元
年

(
八
三
四
)
正
月
に
任
命
が
あ
り
、
大
使
藤
原
常
嗣
、
副
使
小
野
篁
が
発
令
さ
れ
た
。
承
和

三
年
五
月
に

一

行
は
難
波
か
ら
乗
船
し
、
十
七
日
に
唐
土
に
向
か

っ
て
出
帆
し
た
。
し
か
し
第

一
船
と
第
四
船
は
漂
着
し
、
第
二
船
と
第
三
船
は
漂
廻
し
て
目
的
を
達
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
改
め
て
承
和
五
年

(八
三
八
)
六
月
出
帆
し
た
。
こ
の

「
承
和
の
遣
唐
使
」

の
経
過
と
政
治
的
背
景
に
つ
い
て
は
、

佐
伯
有
清
氏
の

『
最
後

の
遣
唐
使
』

(講
談
社

現
代
教
養
新
書
、
昭
和
五
三
年
)
に
く
わ
し
く
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

良
枝
宿
祢
出
身

の
清
上
は
、

遣
唐
音
声
長

(遣
唐
使
に
随
行
し
て
雅
楽
を
演
奏
す
る
人
び
と
の
指
揮
者
で
あ
ろ
う
)

と

い
う
大
役
を
持

っ
て
唐

に
渡

っ
た
の
で
あ

っ
た
が
、
悲

わ

に

べ
の
す
く
ね

お
お
た

ま
う

し
い
こ
と
に
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

『
三
代
實
録
』
貞
観
七
年

(
八
六
五
)
十
月
条
に
は
、
清
上
を
師
と
し
た
和
遽
部
宿
祢
大
田
磨
の
略
伝
を
の
せ
て
い
る

が
、
そ
の
文
中
に
師
良
枝
宿
祢
清
上
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

廿
六
日
甲
戌
、
雅
樂
灌
大
允
外
従
五
位
下
和
部
宿
禰
大
田
磨
卒
、
大
田
磨
者
右
京
人
也
、
吹
レ
笛
出
身
、
備
二於
伶
官

【、
始
師
二事
雅
樂
灌
少
属
外
従

五
位
下
良
枝
宿

禰
清
上

一、
受
「
學
笛
、
一清
上
特
善
吹
レ
笛
、
音
律
調
弄
皆
窮
二
其
妙

一、
見
-
大
田
磨
有
三
氣
骨
可
二職
習

一、
因
如
レ
意
而
教
レ
之
、
承
和
之
初
、
清
上
従

二聰
唐
使

一、
堕
二

入
二
於
大
唐

一、

蹄
朝
之
日
、
船
遭
二逆
風

一、
漂
南
海
賊
地

一、
爲
二
賊
所
γ
殺
、
本
姓
大
戸
首
、
河
内
國
人
也
、

藤
原
常
嗣
を
大
使
と
す
る
遣
唐
使
の
中
に
あ

っ
て
、
音
声
長
と
い
う
大
役
を
担

い
、
都
長
安
に
赴
い
て
よ
く
そ
の
任
を
果
た
し
た
の
で
あ

っ
た
が
、

不
幸
に
も
そ
の
帰

途
に
船
が
逆
風
に
遭

い
、
南
海
に
漂
着
し
て
不
帰

の
人
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

‐ro‐
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第4図 石切地 区の火葬墓域(1・25000「 生駒山」×印1ま墓誌板の出土地)

良

枝
宿

祢

の

一
族

に
は
、

さ
ら

に

『
三
代
實

録
』

元
慶

七
年

(
八
六

五
)

正

月

条

に
、

七
日
甲

戌
、
天
皇

御
二
紫
震

殿

一、
覧

二
青
馬

一、
賜

二
宴
群

臣

一、
奏

二
女
樂

一、

宴
寛

賜

レ腺

、
各
有

レ
差

と

し

て
、

各

自
、

外
従

五
位
下

の
位
を
賜

わ

っ
た
群
臣

の
中

に
良
枝
宿

祢
貞
行

の
名
が
見

え

、

翌
八
年

(八
六

六
)

五
月

条

に
よ
る
と
、

こ
の
貞
行
が

尾
張
介

に
叙
せ
ら

れ

た

こ
と
が
知

ら
れ

る
。

ま
た
、
角

田
文
衛

氏

の
所

蔵

で

『
平
安
遺

文
」
第

九

巻

補
遺
、

お

よ
び

「
枚

岡
市
史
』
第

三
冊
史
料
編

一
に
収
録

さ
れ

て個

い
る
昌
泰
年
間

(
八
九
八
～
九
〇

一
)

の

帽
河
内
国
河
内
郡
地
売
券
」
(断
簡
)

に
も
、
四
至
保
証
刀
祢
の

一
人
と
し
て
良
枝
宿
祢
有
實

の
名
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
、
本
貫
の
地
に
お
け
る

一
族
の
居
住
と
繁
栄
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
石
切
地
区
に
お
け
る
蔵
骨
器
の
出
土
地
を
ふ
く
む
火
葬
墓
の
分
布
を

見
る
と
、

ま
ず
近
鉄
奈
良
線
石
切
駅
を
中
心
と
す
る

区
域
が

あ
る

(第
4
図
参

照
)
。
こ
の
あ
た
り

一
帯
は
古
く
か
ら
千
手
寺
山
と
よ
ば
れ
て
来
た
が
、
昭
和

三

十
六
年
、
線
路
西
側

の
採
土
地
か
ら
二
つ
の
蔵
骨
器
が
出
土
し
た
。
ま
た
昭
和

五
十
三
年

の
発
掘
調
査
で
土
墳

・
甕
棺
墓

・
木
棺
直
葬
墓
等
が
検
出
さ
れ
た
の

は
、
か

つ
て
は
尾
根
が

つ
づ

い
て
い
た
線
路
の
東
側

の
斜
面

で
あ
る
。
石
製
鋳

帯

は
土
墳
中
か
ら
四
個

(巡
方

一
個

・
丸
靹
三
個
)
が
検
出
さ
れ
、
火
に
罹

っ
て

い
る
こ
と
か
ら
火
葬
墓
に
伴
う
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
ど
の
墳
墓
の
副
葬
品
で

あ

っ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い

(第
5
図
)
。
こ
の
場
所
か
ら
尾
根
を
ず

っ
と
東

一11一
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へ
上

っ
た
上
石
切
町
の

一
地
点
で
は
、
土
師
質
の
壷
が
出
土
し
、
中
に
銀
製

の
和
同
開
弥

一
枚
が
お
さ
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
資
料
も
先
年
紹
介
し
た
が
、
蔵
骨

器
と
考
え
て
誤
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
か
ら
、
こ
れ
も
先
に
紹
介
し
、
墓
誌
板
と
考

え
ら
れ

る
板
状
の
土
製
品
が
出
土
し
た
の
は
、
辻
子
谷
を
下

っ
た
中
石
切
町
の

一
地

点
で
、
出
土
し
た

の
は
明
治
の
末
年
で
あ
る
が
、
故
小
松
重

一
氏
の
見
聞
に
よ

っ
て
凝
灰
岩
製
骨
櫃
の
存
在
と
、
土
製

の
板
は
当
初

二
枚
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

く
さ

か

る
。
蔵

骨
器

は
、

さ
ら

に
額
田
駅

と

の
中
間

、
現
在

宅
地

と
な

っ
て

い
る
と

こ
ろ

で

一
個
、

日
下
町

正

法
寺
山

の
南
斜

面

で

一
個

が
そ
れ

ぞ
れ
出
土

し

て

い
る
。

こ
れ

ら

の
資

料

は
上

野

氏

の
論
文

に
集
成

さ
れ

て
い
る
が
、

一
部

配
列
を

か
え

て
掲
載
し

た

(第
7
図
)
。

以

上

に
見

た
火

葬
墓

の
分
布
範

囲
は

か
な
り

の
ひ
ろ

が

り
を
見

せ

て
は

い
る
が

、

一
つ
の

墓
域
と
考

え
ら

れ
、

そ
の
年

代

は
八
～

九
世

紀

に
お
く

こ
と
が

で
き

る
。

こ

の
区
域

は
、

時
代

を
さ
か

の
ぼ

る
と
後

期
古

墳

の
密

集

地

で
も
あ

る
。
早

く
か

ら
住

宅
地
と

し

て
開

発

さ
れ

た
た

め
に
現
在

で
は
痕

跡

さ
え

の
こ

っ
て

い
な

い
が
、

か

つ

は
か
の
お

て
は
数
十
基
を
こ
え
る
横
穴
式
石
室
墳

の
存
在
を
み
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
中

で
も
上
石
切
町
に
所
在
し
た
墓
尾
古
墳
群
は
、
尾
根
を
利
用
し
て
順
次
築
か
れ
た
五
基

の
小
群
で
あ
る
が
、
狭
長
な
横
穴
式
石
室
を
主
体
と
し
、
陶
棺
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
古
墳
時
代
後
期
で
も
終
末
期
に
近

い
時
期
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
と
し
て
著
し

い
特

色
を
示
す
も

の
と
し
て
注
目
さ
れ

て
来
た
。

そ
の
う
ち

三
号
墳
は
完
存
し

て
い
た
が
、
昭
和

四
十
五
年
に
宅
地
造
成
の
た
め
に
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
石
室
の
再
調
査

と
墳

丘
の
全
面
発
掘
が
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
墳
丘
は
三
段
築
成
の
方
形
墳

で
、
初
重

の

一
辺
が
約

一
五
儲
を
は
か
る
が
、
そ
れ
は
唐
尺
に
換
算
し
て
五
〇
尺
に
近

い
数
値
と
な
り
、
大
化
の
薄
葬
令

の
規
定
に
準
拠
し
て
築
造
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

こ
の
墓
尾

三
号
墳

に
つ
い
て
は
、
調
査
を
担
当
し
た
原
田

賜

修
氏
が
綿
密
な
考
察
を
報
告
書
に
載
せ
て
い
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、

律
令
制
下
に
あ

っ
て
河
内
国
河
内
郡
大
戸
郷

に
所
属
し
た

現
在
の
石
切
の

地
域
に
は
六
世
紀
後
半
か
ら

七
世
紀
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
に
は
じ
ま

り
、
甕
棺
葬

・
木
棺
直
葬
を

一
部

に
ふ
く
ん
で
火
葬
墓
に
至
る
ま
で
の
墓
葬
が
、

一
つ
の
墓
域
の
中
に
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
大
化

の
薄
葬
令

に
つ
い
て
は
そ
の

真
偽
を
め
ぐ
る
議
論
も
あ
る
が
、

こ
の
地
域
で
は
横
穴
式
石
室
を
主
体
構
造
と
す
る
墳
丘
を
も

っ
た
古
墳

の
築
造
が
行
な
わ
れ
な
く
な

っ
た
の
ち
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
墓
制

に
よ

っ
て
墳
墓
が
営
造
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
り
も
直
さ
ず

一
氏
族
の
勢
力
の
消
長
を
物
語
る
の
で
あ
り
、
そ
の
氏
族
こ
そ
大
戸
首
-
良

枝
宿
祢
な
の
で
あ
る
。
八
～
九
世
紀
の
火
葬
墓

で
は
、
銀
製

の
和
同
開
珠
に
し
て
も
、
石
製

の
袴
帯
に
し
て
も
地
方
豪
族

の
火
葬
墓

の
副
葬
品
と
し
て
は
異
例

の
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
文
献
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
従
五
位
下
の
位
を
も
ち
、
遣
唐
音
声
長

・
遣
唐
画
師

・
笛
笙
塩
あ
る
い
は
尾
張
介
な
ど
の
任
務
を
担
う
官
人
を
出
し
た
家

柄
で
あ

っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
こ
の
墓
域
の
営
造
者
と
し
て
浮
か
び
上

っ
て
来
る
氏
族
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
。
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奈

良

・
平

安
時
代

に
お
け
る
貴

族

・
官
人

の
服
装

に

つ

い
て
は
、

「
衣
服
令
」

に
規

定
が
あ

り
、
礼
服

・
朝
服

・
制

服

の
三

つ
が
定

め
ら
れ

て

い
る
。

石
製
鋳

帯

の
使

用

に
ま

で
は
及
ん

で

い
な

い
が
、

『
延
喜
式
」

巻
四
十

一
、
弾

正
台

の
項

に
見
え
る

次

の
記
載

は
、

こ
れ

ま

で
あ

ま
り
注
意

さ
れ

て

い
な

い
よ
う

で
あ

る
が
、

こ
れ
ら

の

問

題
を
考

え
る
場
合

に
役

立

つ
資
料

で
あ

る
。

参
考

の
た

め

に
必
要
な
部
分

を
抄

出

し
て
お
く
。

凡
白

玉
腰
帯
。
聴

二
三
位
以

上
及
四
位
蓼

議
著
用

}。

玖
瑠
。

馬
脳
。

斑
犀
。

象

牙
。

沙
魚

皮
。
紫
檀

。

五
位

已
上
通
用
。

ノ

ノ

凡
紀

伊
石
帯

隠
文
王
者
及

定
摺
石
帯
参
議

已

上
。

刻

二鍍

金
銀

一帯
及

唐
帯
五
位

已
上
並

聴

二著
用

一。

紀
伊
石

帯
白
哲
者
。

六
位

巳
下
不
・
得
・
用
・
之
。

石
帯

に

つ
い
て

の
細

か

い
規

定

で
あ

る
こ
と

に
注
意

し

な
け
れ
ば

な
ら
な

い
が
、

一
紀

伊
石
帯
」

と
は

ど
う

い
う
も

の
を
指
し

て

い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

一
つ
の
研

究

課
題

で
あ
る
。

注D

佐
藤
興
治
氏

「歴
史
時
代
の
考
古
学
的
研
究
」
(大
塚
初

重

・
戸
沢
充
則

・
佐
原

真
編

『
日
本
考
占
学
を
学

ぶ
ω
』
所
収
、
昭
和
五
三
年

=

月
)

水
走
氏
と
大
江
御
厨

ω

現
在
、
埼
玉
県
所
沢
市
に
在
住
さ
れ
て
い
る
水
走
寿
宏
氏
が
当
主
で
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
の

『水
走
文
書
』
と
富
山
県
新
湊
市
の
西
宮
家
の
旧
蔵
で
あ

っ
た

『西
宮
重
美
氏

所
蔵
文
書
』
の
原
本
を
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
経
過
に

つ
い
て
は

「
水
走
と
水
走
文
書
」
(『
ひ
ら
お
か
」
第

一
二
号
)
に
く
わ
し
く
記
し
て
お
い
た
。

㈲

林
屋
辰
三
郎
氏

「鎌
倉
政
権
の
歴
史
的
展
望

(『
口
本
史
研
究
』
第
二

一
号
、
昭
和
二
九
年
四
月
、
『古
代
國
家
の
解
艦
』
所
収
、
昭
和
三
二
年
二
月
)

戸
田
芳
美
氏

「中
世
の
布
施
地
方
」
(『布
施
市
史
』
第

一
巻
、
昭
和
三
七
年
四
月
)

佐
藤
虎
雄
氏

「水
走
文
書
」
(『枚
岡
市
史
』
第
三
巻
史
料
編

一
、
昭
和
四

一
年
三
月
)
お
よ
び

「中
世
の
枚
岡
」
(『枚
岡
市
史
』
第

一
巻
本
編
、
昭
和
四
二
年

一
月
)

ω

『水
走
文
書
』
の
う
ち
、
室
町
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
文
書
写
の
冒
頭
、
「
水
走
家
系
譜
写
」
の
次
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
書
で
あ
る
。

水
走
左
衛
門
尉
康
高
が
、

建
長
四
年

(
一
二
五

二
)
六
月
二
日
に
、
嫡
男
忠
持
に
対
し
て
、
先
祖
相
伝
の
所
職

・
所
領
を
目
録
証
文
を
相
副
え
て
譲
与
し
た
時

の
譲
状
で
あ
る
。

㊦

東
大
阪
市
教
育
委
員
会

『
水
走
氏
館
跡
の
調
査
』

(東
大
阪
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
報
12
、
昭
和
四
八
年

三
月

)

酬

梶
山
彦
太
郎

゜
市
原

実
氏

「大
阪
平
野
の
発
達
史
迄

C
デ
ー
タ
か
ら
み
た
l
」
(『
地
質
学
論
集
』
第
七
景

昭
和
四
七
年

三

月
)
お
よ
び

「大
阪
平
野
む
か
し
む
か
し
」

(『
国

土
と
地
理
』
第

一
八
号
、
昭
和
四
八
年
三
月
)

ω

藤
井
直
正

「河
内
平
野
の
形
成
と
古
代
史
の
展
開
」

(『
歴
史
研
究
』
第

一
二
号
、
昭
和
五
〇
年
三
月
)

最
近
刊
行
さ
れ
た
森

浩

一
氏
の

『
巨
大
古
墳
の
世
紀

」
(岩
波
新
書
、
昭
和
五
六
年
八
月
)
に
も

「河
内
平
野
の
考
古
学
」
の
章
で
河
内
湖
の
こ
と
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

㈹

氷
野
の
地
名
は
、
『
延
喜
式
』
に
見
え
る

「讃
良
氷
室
」
と
つ
な
が
り
が
あ
り
、

生
駒
山
中
で
つ
く
ら
れ
た
天
然
氷
を
こ
こ
に
運
び
、

夏
の
輸
送
に
備
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
を
加

え
た
い
。

歴
史
時
代
考
古
学
の
視
点
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歴
史
時
代
考
古
学
の
視
点

㈲

貝
原
益
軒

『南
遊
紀
行
』

ふ
か
う
の
池
は
、
深
野
池
と
か
く
と
云
。
本
名
は
茨
田
池
と
云
。
池
の
広
さ
南
北
二
里
、
東
西

一
里
、
所
に
よ
り
東
西
半
里
許
有
。

湖
に
似
た
り
。

其
中
に
島
あ
り
。

三
力
と
云
村

有
。
故
に
此
地
を
三
力
の
お
き
共
云
。
三
力
の
島
に
漁
家
七
八
十
戸
あ
り
。
田
畠
も
有
。
此
島
南
北
廿
町
、
東
西

五
六
町
有
と
云
。
此
池
に
、
鯉
、
鮒
、
輪
、
は
す
、
わ
た
か
、
え
び
、

み
ず
ぶ
き

鰻
、

つ
が
に
等
多
し
。
漁
舟
多
し
。
日
日
舟
に
乗
て
漁
し
、
魚
を
大
坂
に
う
る
。
又
蓮
多
し
。
芙
実
多
く
、
葦
多
し
。
皆
取
用
て
た
す
け
と
す
。
殊
に
菱
尤
多
し
。
是
を
採
て
飯
に
し
、

ゼ
ん
ご

鎌
に
し
、
粥
に
し
て
糧
と
す
。
或
は
菓
子
に
も
す
る
。
又
売

て
資
と
す
。

⑩

中
央
南
幹
線
内
西
岩
田
瓜
生
堂
遺
跡
調
査
会

『
西
岩
田
遺
跡
』
(昭
和
四
六
年
六
月
)

大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『河
内
平
野
を
掘
る
ー
近
畿
自
動
車
道
関
連
遺
跡
の
発
掘
成
果
を
中

心
と
し
て
ー
』
(
昭
和
五
六
年
八
月
)

火
葬
墳
墓
群
と
被
葬
者

(15)(19)(13》(12(11)(ts)(18)(17)(16}

藤
井
直
正

・
都
出
比
呂
志

『
原
始

・
古
代
の
枚
岡
』
第

一
部
各
説

(昭
和
四

一
年
○
月
)

上
野
利
明
氏

「宅
地
造
成
工
事
に
伴
う
墓
尾
古
墳
群
隣
接
地
の
試
掘
調
査
」
(東
大
阪
市
遺
跡
保
護
調
査
会

『
調
査
会

ニ
ュ
ー
ス
』
N
O
H

・
12
、
昭
和
五
四
年
三
月
)

上
野
利
明
氏

「東
大
阪
市
域
に
お
け
る
火
葬
墓

に
つ
い
て
」
(『
東
大
阪
市
遺
跡
保
護
調
査
会
年
報
ー

一
九
七
九
年
度
1
』
昭
和
五
五
年

一
〇
月
)

藤
井
直
正

・
都
出
比
呂
志

『原
始

・
古
代
の
枚
岡
』
第

二
部
総
説
(昭
和
四
二
年
六
月
)
お
よ
び
藤
井
直
正

「
日
中
友
好
の
航
跡
」
(『
東
大
阪
消
防
』
第
二
五
号
、
昭
和
五
五
年
八
月
)

佐
伯
有
清
氏
の

『
最
後
の
遣
唐
使
』
に
は
、
良
枝
宿
祢
清

上
お
よ
び
朝
生
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(同
書
三
五

・
五
四

・
一
五
ペ
ー
ジ
)
た
だ
し
、
「画
師
の
良
枝
朝
生
、
音
声

長

の
良
枝
清
上
ら
も
、
た
ぶ
ん
渡
来
人
系

の
氏
族
で
あ

っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
系
譜
か
ら
見
た
限
り
で
は
誤
り
で
あ
る
。

故
今
井
啓

一
氏

「
昌
泰
年
の
潮
触
掴
地
売
券
に
つ
い
て
」

(『大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
論
集
』
第
四
号
、
昭
和
四

一
年

=

月
)

藤
井
直
正

「古
代
の
枚
岡
」

(『
枚
岡
市
史
』
第

一
冊
本
編
、
昭
和
四
二
年
五
月
)

上
田
宏
範

・
森

浩

一
氏

「大
阪
府
枚
岡
市
石
切
町
墓
尾
古
墳
群
の
調
査
」

(『古
代
学
研
究
」
第
二
三
号
)

東
大
阪
市
教
育
委
員
会

「墓
尾
古
墳
』

(『東
大
阪
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
報
8
』
昭
和
四
六
年
三
月
)

一一一16一

 

三

大
坂
城

三
の
丸
跡
調
査

の
所
見

1

考
古
資
料
と
民
俗
資
料

昭
和
五
十
五
年

二
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
大
阪
市
東
区
京
橋
前
之
町
に
あ
る
追
手
門
学
院
大
手
前
高
等
学
校

・
中
学
校
の
敷
地
で
発
掘
調
査
を
行
な

っ
た
。
同
校

の

敷
地
は
、
現
在
の
大
阪
城
外
濠

の
北
側

に
隣
接
し
、
大
坂
城

三
の
丸
跡

に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
同
校
で
は
校
舎

の
増
改
築
が
計
画
さ
れ
、

工
事
に
先
立

っ
て
発
掘
調
査
が



必
要
と
な
り
、
追
手
門
学
院
大
学
か
ら
本
学
学
長
に
招
聰
し
た
日
比
野
丈
夫
先
生

の
ご
斡
旋
に
よ

っ
て
私
が
調
査
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
調
査
の
概
要
は
す
で
に
紹
介
㎞
・

『
大
坂
城

ゴ
一の
丸
跡
の
調
査
」
と
し
て
近
く
刊
行

の
運
び
で
あ
る
が
、
と
く
に
大
き
な
収
穫
は
、
地
下
約

二

・
吾

の
整
地
層

の
上
面
か
ら
検
出
し
た

三
カ
所

の
土
墳

で
、
そ
の
う
ち
の
二
つ

(S
K
O
-
・
2
)
か
ら
多
量
の
木
製
品
と
陶
磁
器
片
が
出
土
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
土
墳
は
、
層

位
と
出
土
遺
物

の
内
容
及
び
年
代
か
ら
、
大
坂
落
城
時
す
な
わ
ち
元
和
元
年

(
一
六

一
五
)
の
大
坂
夏
の
陣
、
ま
た
は
そ
の
直
後
に
お
け
る
松
平
忠
明
の
整
備
に
際
し
て

不
用
品
を
投
棄
す
る
た
め
に
掘
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
多
種
多
様
の
木
製
品
と
土
器

・
陶
器

・
磁
器
が
、
ち
ょ
う
ど
タ
イ

ム
カ
プ

セ
ル
の
よ
う
な
状
態

で
出
土

し
、

一
つ
の
時
期
に
お
け
る
木
製
品
及
び
陶
磁
器
の
セ
ッ
ト
関
係
を
知
る
こ
と

の
で
き
る

一
括
遺
物
と
し
て
重
要
な
資
料
と
な
る
も

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
中
で
と

く
に
木
製
品
を
取
り
上
げ
て
見
た

い
。

全
国
各
地
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
多
様
な
遺
跡
の
存
在
と
発
掘
方
法

の
進
歩
に

よ

っ
て
木
を
原
材
料
と
す
る
木
製
品
の

出
土
例
が
増
加
し

て
い
る
。

そ
う
し
た
中

で
、
平
城
宮
跡

に
お
け
る
木
簡
の
発
見
は
、

地
下
に
埋
も
れ

て

い
る
考
古
資
料
に
も
、

文
献

の
不
足
を
補
う
史
料
的
価
値

の
高
い
も

の
の
存
在
す
る
こ
と
を
立
証
し
た

が
、
平
城
宮
跡
ば
か
り
で
な
く
、
時
期
を
さ
か
上
る
飛
鳥
京
跡
・藤
原
宮
跡
や
地
方
官
衙
・城
柵
か
ら
も
出
土
し
、
年
代
も
飛
鳥
時
代
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
各
時
代
に
わ

た

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
坂
城

三
の
丸
跡
か
ら
も
、

従
来

の
出
土
例
に
加
え

て

今
回

の
発
掘
調
査
で
八
点
を
加
え
、

そ
の
う
ち

五
点
に
は
墨
書

の
あ
る
こ
と
が
わ
か

ラ

の

っ
惣
。

こ
れ
に

つ
い
て
は
前

記
の
報
告
書
に
栄
原
永
遠
男
氏
が
詳
細
な
論
考
を
寄
稿
し
て
い
た
だ

い
た
。

そ

の
他
、
古
代

・
中
世

の
遺
跡
調
査
が
増
加
す
る
に

つ
れ
て
、

多
数
の
木
製
品
を
包
蔵

す
る
遺
跡

の

存
在
と

多
種
多
様

の
木
製
品
の
資
料
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ

た
。
静
岡
県
浜
松
市

の
伊
場
遺
跡
、
福
井
市

一
乗
谷
朝
倉
氏
館
跡
、
広
島
県
福
山
市
草
戸
千
軒
町
遺
跡
、
島
根
県
能
義
郡
広
瀬
町
富
田
川
川
床
遺
跡
等
で
あ
る
。

今
回
出
土
し
た
大
坂
城

三
の
丸
跡
の
木
製
品
も
多
様
で
あ
る
が
、
ま
ず
そ
の
種
類
を
挙
げ

る
と
、

a

木
簡

bCde

舟
型
木
製
品

ゴ

ひ
と
が
た

人
形

V
信
仰
に
関
す
る
も

の

塔
婆

・
魚
形

L

栓

歴
史
時
代
考
古
学
の
視
点
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0

に
大

別
さ
れ
、

一
見
し

た
と

こ
ろ

で
は
、

手

法

に
お

い
て
も
保
守

的

で
あ
り

、

こ
れ

ら

の
中

で
、

う

に

な

っ
た

の
か
は
未
だ

明
ら
か

で
な

い
が
、

も

、
機
能

の
変
化

に
よ

っ
て
種
類

の
上

で
は
同

じ

で
も
形

の
上

で
大
き

く
変
わ

っ
て
来

る
も

の
も

あ
る
。

す

る
日
本

は
き
も

の
博
物
館

の
潮

田
鉄
雄

氏
の
ご

教

示

に

よ
る
と
、

時
代

に
か

な
り
普
及

し
た

と
は
言

っ
て
も
入
手

し
難

い
貴
重

品

で
あ

っ
た

こ
と
、

が

湿

っ
て

い
る

と
こ
ろ
、

庭

を
も

っ
た
建

築
と

共

に
普
及

し
た
も

の
で
あ

る
。

歴
史
時
代
考
古
学
の
視
点

櫛

装
身
具

漆
器
破
片

漆
器

下
駄

下
駄

の
歯

曲
物

桶箸そ
の
他

ほ
う
き

・
傘

の
骨

・
刷
毛

・
す
り
こ
木

・
灯
明
皿
受

・
紡
錘
車

・
木
匙

・
木
槌

・
へ
ら

・
盆
等

建
築
材人

形

.
舟
形

.
魚
形

.
塔
婆

(五
重
塔
)
な
ど
信
仰
に
伴
う
も
の
を
除
く
と
、
ほ
と
ん
ど
が
日
常
の
生
活
用
具
で
あ
る

(第
7
図
)。
こ
れ
ら
の
木
製
品
は
、

古
代

.
中
世
の
諸
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
同
類

の
品
物
と
さ
ほ
ど
違
い
が
見
ら
れ
ず
、
こ
う
し
た
木
製
品
が
、
種
類

・
形
態
あ
る
い
は
製
作

言
い
換
え
れ
ば
伝
統
的
な
生
産
手
段

・
方
法
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

と
く
に
古
い
時
期
の
遺
物
に
見
ら
れ
な
い
も
の
が
桶
と
樽
が
あ
る
。
又
こ
れ
に
伴
う
栓
も
同
様
で
、
桶
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
作
ら
れ
、
使
用
さ
れ
る
よ

こ
れ
ら
は
近
世

の
木
製
品
の
特
色
を
表
わ
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。

ま
た

古
代

・
中
世
か
ら
存
在
し
た
も

の
で
あ

っ
て

そ
の
代
表
的
な
例
と
し
て
下
駄
が
あ
る
。
福
山
市
松
永
に
所
在

ほ
と
ん
ど
が
女
子
用
ま
た
は
子
供
用

で
、
ど
れ
も
歯
が
磨
耗
す
る
ま
で
履
き
な
ら
し
て
い
て
、
こ
の

女
子

.
子
供
用
が
多
い
こ
と
は
、

こ
れ
が
埋
め
ら
れ
て
い
た
土
墳
の
近
く
に
、
常
に
床

う

じ

す
な
わ
ち
台
所
の
よ
う
な
場
所
が
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
る
だ

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
長
方
形
の
下
駄
は

"
露
地
下
駄
"

で
、
こ
の
時
代
に

18



歴
史
時
代
考
古
学
の
視
点

1

毛

2

3

纏

・
,
濠

・

.

、

難

議

、'鍵

.
'

"
難
.雛

煙

、'騨 灘 鮨
くご だニ ノ ンィ

ギ ぜた

蹴'鷺 諜
ズへ

1鞘
S:}織 灘

もナも ノきノま ノノが

翼豊欝

馨灘灘
1灘難

併 、≧ 喰

6 7

第7図 大坂城三 の丸跡出土の木製品(1～2箸 、3～5漆 椀、6～7下 駄)
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さ
ら
に
漆
椀
を
見
る
と
、
高
台
が
高
く
器
種

の
厚
い
ぼ

っ
て
り
と
し
た
も
の
は
弥
生
時
代
以
来
の
古
い
作
り
で
あ
る
し
、
器
壁
の
薄
い
洗
錬
さ
れ
た
作
り
の
も

の
も
あ

ね

ご
ろ

る
。
ま
た
漆

の
地
が
機
色
と
い
う
か
柿
色
の
も
の
は
い
わ
ゆ
る

"
根
来
塗
"
で
、
こ
れ
を
生
産
し
て
い
た
紀
伊
国
の
根
来
寺
は
、
天
正
十

三
年

(
一
五
八
五
)
豊
臣
秀
吉

の
根
来
攻
め
に
よ

っ
て
灰
儘
に
帰
す
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
大
坂
に
運
ば
れ
て
来
た
も
の
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
個

々
の
木
製
品
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
問
題
を
孕
ん
で
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
考
え
て
見
た
い
の
は
次
の
よ
う
な
視
点

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の

木
製
品
は
地
下
の
遺
構
に
埋
も
れ

て
現
代
に
伝
え
ら
れ
、

発
掘
調
査
と
い
う

手
段
に
よ

っ
て

取
り

出
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
考
古
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

一

方
、
こ
れ
ら
と
同
種
の
も
の
は
社
寺
や
あ
る
い
は

一
般
の
民
家
に
伝
世
品
と
し
て
存
在
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
、

こ
の
場
合

に
は
民
俗
資
料
又
は
民
具
と
し
て
取
扱
わ
れ

る
。
従

っ
て
、
同
じ
品
物
が
二
つ
の
呼
称
、
ま
た
は
分
類
に
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
学
問
的
に
資
料
と
し
て
取
上
げ
る
場
合

に
は
、
出
土
遺
物
は
考
古
学
者
に
よ

っ
て
、
旧
家
等

に
の
こ
さ
れ
て
い
る
物
は
民
俗
学
者
が
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
、
関
連
が
求
め
ら
れ
な
い
ま
ま
、
あ
る
い
は
連
繋
が
保
た
れ
な
い
ま
ま
今
日
に
及
ん
だ
と

い
う
の
が
実
情

で
あ
る
。
最
近
で
は
、
こ
う
し
た
状
況

へ
の
反
省
に
立

っ
て

「
民
具
学
」
と
い
う
も
の
が
提
唱
さ
れ
、
民
具
学
会
が
創
設
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の
発
展
が

期
待
さ
れ
る
が
、
考
古
資
料
と
民
俗
資
料
は
も

っ
と
歩
み
寄
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
方
法
的
に
見
て
も
、
考
古
学

で
は

一
つ

一
つ
の
品
物
に

つ
い
て
実

測
図
を
作
成
し
、
そ
の
過
程
で
製
作
手
法
を
細
か
く
観
察
し
て
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
民
俗
学
で
は
図
化
す
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
ス
ケ
ッ
チ
の
程
度
で
、
考
古
学

の
よ
う
に
精
密
な
実
測
図
を
つ
く
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
先
年
、
東
大
阪
市
教
育
委
員
会
に
在
職
中
、
文
化
庁
の
民
俗
資
料
緊
急
調
査
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て

「
河
内

木
綿
関
係
資
料

の
調
査
」
を
行
な
い
、
耕
作
か
ら
製
品
に
至
る
資
料
百
数
十
点
を
収
集
し
た
が
、
こ
の
調
査
を
担
当
し
た
北
野
節
子
さ
ん
は
、

一
点
ず
つ
の
資
料
を
す

べ

て
考
古
学
と
同
じ
方
法
で
実
測
図
を
作
成
し
た
。
今
回
刊
行
す
る

『
大
坂
城
三
の
丸
跡
の
調
査
』

で
は
、
加

工
さ
れ
て
い
な
い
木
片
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
木
製
に

つ
い

て
実
測
図
を
掲
載
し
た
の
も
、

こ
う
し
た
視
点
に
立

っ
て
資
料
化
し
た
い
と
い
う
意
図
か
ら
で
あ
る
。

木
製
品
の
資
料
は
、
調
査
が
進
む
に
つ
れ
て
よ
り
豊
富

に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
古
代
か
ら
近
世
、
さ
ら
に
現
代
に
至
る
ま
で
の
各
種
類
別
の
編
年
と
形
式
分
類
を
試
み

る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
資
料

の
量
か
ら
見
れ
ば
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
、
古

い
時
代
の
も
の
は
考
古
資
料
を
使
用
し
、
時
代
に
よ

っ
て
生
じ
る
不
足
の
部
分
、
あ

る
い
は
年
代
の
新
し
い
も
の
は
民
俗
資
料
に
よ

っ
て
補
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
両
者
を
併
用
す
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
の
木
製
品
に
つ
い
て
時
代
別

・
年
代
別
の
編
年
が

で
き

上
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
大
坂
城
三
の
丸
跡
の
木
製
品
は
こ
れ
ま
で
出
土
例
の
少
な
か

っ
た
近
世
初
頭
と
い
う
限
ら
れ
た
時
期

の
木
製
品
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

一20一



角
度
か
ら
の
研
究
に
役
立

つ
も

の
と
思
う
。

2

明
治
時
代
の
遺
構
と
遺
物

わ
が
大
手
前
女
子
学
園

の
本
部
と
、

学
園
の
濫
膓
で
あ
る
大
手
前
文
化
学
院

・
大
手
前
女
子
短
期
大
学
は
、

大
阪
市
東
区
大
手
前
之
町
に
所
在
し
て
い
る
。
学
園

で

は
、
年

々
の
学
生
増

に
そ
な
え
て
校
舎

一
棟
の
増
築
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
敷
地
が

「
大
坂
城
跡
」

と
し
て
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
年

の
四
月
よ
り
建
設
工
事

に
先
立

っ
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
調
査
は

二
期

に
分
け
、
旧
館
東
側
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
跡
地
約

二
〇
〇
平
方
厨
に
つ
い
て
は

す
で
に
調
査
を
完
了
し
た
。

天
正
十

一
年

(
一
五
八
三
)
、
豊
臣
秀
吉
が
築
城
を
開
始
し
た
大
坂
城
は
、
慶
長
十
九
年

(
一
六

一
四
)
、
翌
元
和
元
年

(
一
六

一
五
)

の
大
坂
冬

.
夏

の
陣
に
よ

っ
て

灰
儘
に
帰
し
、
そ
の
直
後
、
徳
川
家
康
は
松
平
忠
明
に
命
じ
て
そ

の
復
興
と
町
並
の
整
備
に
当
た
ら
せ
、

さ
ら
に

元
和
七
年

(
一
六
二

一
)
、
諸
大
名
に
命
じ
て
新
し

い

大
坂
城
の
構
築
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
時

に
当
た

っ
て
、
秀
吉
当
時
の
旧
構
を
払
拭
し
、
徳

川
家

の
権
威
を
誇
示
す
る
た
め
、
地
盤
を
上
げ
、
壮
大
な
石
垣
で
取
り
巻

い

た
外
濠
を
掘
削
す
る
な
ど
、
秀
吉
の
築
城
に
勝
る
大
規
模
な
造
営
工
事

で
あ

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
本
丸
跡
に
お
け
る
旧
地
盤
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
や
、
昭
和
五
十
五
年
度

に
行
な

っ
た
追
手
門
学
院
高
等
学
校

・
中
学
校
敷
地
の
調
査

に
よ

っ
て
次
第
に
明
ら
か
に
な

っ
て
来

て
い
る
。

秀
吉
築
城
当
時
の
大
坂
城
は
、
本
丸
を
中
心
と
し
て
二
の
丸
が
囲
続
し
、
ま
わ
り

に
三
の
丸
が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
を
惣
構
と
し

て
、
北
は
大
川

ね

こ
ま

(旧
淀
川
)、
東
は
猫
間
川
、
南
は
空
堀
、
西
は
東
横
堀

(船
場

一
帯
の
治
水
の
た
め
秀
吉
が
開
削
し
た
)
に
及
ぶ
広
大
な
範
囲
を
占
め
て
い
た

(第
8
図
)
。

こ
の
三
の
丸
に

つ
い

て
は
、
従
来
か
ら
考
察
が
進
め
ら
れ
、

そ
の
範
囲
を
想
定
さ
れ
て
来
た
が
、
史
料
が
乏
し
く
不
明
な
点
が
多
か

っ
た
。
先
手
、
仙
台
市
で
発
見
さ
れ
、
大
阪
城
天
守
閣
主

任

の
渡
辺

武
氏
に
よ

っ
て
紹
介
さ
れ
た

『
倦
台
武
鑑
』

に
の
せ
ら
れ
て
い
る
図
面
に
よ

っ
て
、
三
の
丸
の
状
況
が
、
あ
る
程
度
具
体
的

に
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な

っ
た
。

大
坂
城
跡
を
対
象
と
す
る
考
古
学
的
調
査
は
、
先

に
も
述
べ
た
本
丸
跡
で
の
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
地
盤
調
査
や
、
築
城
以
前
に
存
在
し
た
法
円
坂
町
の
難
波
宮
跡
、
あ

る

い
は
森

の
宮
東
之
町
に
所
在
す
る
森

の
宮
遺
跡
の
調
査
等

に
お
い
て
、
上
層
に
存
在
す
る
中

・
近
世
の
遺
構

・
遺
物
の
調
査
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
当
初
か
ら

大
坂
城
跡
を
対
象
と
し
た
の
は
、
追
手
門
学
院

の
敷
地
が
最
初
で
あ
る
が
、
今
回

の
大
手
前
女
子
学
園
の
敷
地
に
つ
い
て
は
、
面
積
は
猫
額
大
の
些
少
な
と
こ
ろ
で
あ
る

歴
史
時
代
考
古
学
の
視
点

一21一
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第8図 豊臣時代大坂城の想定図

豊臣時代の大坂城のうち,本 丸の部分については詳細な絵図が伝えられて

いる。 これに対 して,外 郭部すなわち二の丸 ・三の丸,さ らに惣構を描いた

絵図は見つかっておらず,推 定の域を出なかった。先年,仙 台市で発見され

た 『倦台武鑑』所載の図は,大 坂城の全容がわか り,と くに三の丸が明瞭に

描かれている点で貴重である。

本図は,そ れを基にして作成されたもので,豊 臣時代の大坂城が広大な区

域にひろがっていたことがわかる(渡 辺 武氏 「黄金の城」 「大阪入』第35

巻第4号 所収の附図)。
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が
、
大
坂

城
跡

は
も

と
よ
り
、

そ

の
上

に
当
然
存
在
す

る

明
治
時

代
以
降

の
遺
構

に

つ
い
て
も
注
意

を
払

い
、

そ
れ
を
記
録
す

る

と
共
に
、

こ
れ

ら

の
遺
構

に
伴

う
新

し

い
遺
物
、

従
来

の
考
古

学
と
し

て
は
対
象

と
せ
ず
、
機

械

掘
削

に
よ

っ
て
除

去
し

て
し
ま

う

こ
と
が

当
然

と
し

て
行
な
わ

れ
て
来

た
明
治

・
大

正

・
昭
和

の
遺
物
も
、

逐

一
、

層
位

を
確
認
し

な
が
ら

そ
の
す

べ
て
を
採
集
す

る
と

い
う
方
針

に
立

っ
て
実
施

し
た
。

大
阪
市
域

に
お
け

る
遺
跡

の
調
査
は
、

日
本
史
上
大

き

な
意
味

を
も

っ
て

い
る

四
天
王
寺

旧
伽
藍
跡

や

難
波
宮
跡

な
ど
、
古
代

の
遺
跡

は
別
と
し

て
、

ほ
と
ん
ど
が

ま

っ
た
く
市
街

地

に
あ

る
た
め

に
、

こ
れ
ま

で
注
意
が
払

わ

れ
る

こ
と
が
な
か

っ
た
。

大
阪
城

を
中

心
と
す

る
上
町
台
地

北
端

の
地

域

に
は
、

特
別
史
跡

に
指
定
さ

れ

て

い

る
大
坂
城
跡

ば
か
り

で
な
く
、

三

の
丸
跡

に

ふ
く
ま
れ

る

広
大

な
区
域
が
あ

り
、

江

戸
時
代

の
絵
図

を
見

る
と
、
外
濠

の
南

か
ら
東
方

に
か
け

て
武
家

屋
敷

が
並

び
、

北

西
部

に

は
大

坂
東
町
奉

行
所
等
、

大
坂
城

を
中

心
と
し

て
近
世
大
坂

を
治
め

る
行

政

の
中
枢

的
役
割

を
果

た
し
た
諸
施

設
が
所
在

し

て
い
た
。
明
治

維
新

に
よ

っ
て
、
幕

藩
体

制
は
崩
壊

し
、
大

坂
城
を
と

り
ま
く

こ
れ
ら
諸
機

関

の
役
割

は
終
焉
を

迎
え
た

が
、
大

阪
鎮

台

・
大

阪
司
農
局

を
経

て
、

明
治
十
四
年

(
一
八
八

一
)

に
大
阪
府

に

統
合

さ
れ

る
ま

で
の
間
、

大
手
前

の
地

に
は
、

や
は
り

明

治
新

政
府

に
よ
る
諸
機

関

が
お
か
れ

て

い
た
。

さ
ら

に
明
治

四
年

(
一
八
七

一
)

ご
ろ
か

ら
、

城
内

を
は
じ

め

城

の
南
か

ら
南
西
部

に
か
け

て
は
陸

軍
関
係

の
諸
機
関

・
諸
施

設
が

こ
れ
ら

の
跡

地

を

利
用

し

て
設
置

さ
れ
た

(第
9
図
)。

こ
れ

ら
の

様

相

は

昭
和

二
十
年

(
一
九

四

五
)

の
敗
戦

に
よ

っ
て
さ
ら

に

一
変
し

、
現
在

は
大
阪
府

庁

・
合
同
庁
舎

・
府
警

本
部
等

の
建
物

が
櫛
歯

し

て

い
る
。

し
か
し
、

こ
う
し

た
変

遷
を
た
ど

っ
て
来

た
地
域

で
あ
る
以
上
、

そ

の
地

下
に
は

こ
れ
ら

の
施

設
が
遺
構

と

し

て
存
在

し
て

い
る
は
ず

で
あ
る
が
、

こ
れ
ま

で
は
ま

っ
た
く

注
意
も

払
わ
れ

る

こ
と

の
な

い
ま
ま
現
在

見

ら

れ

る
よ
う
な
官

庁
街

が

建
設
さ
れ

て
来

た

の

で
あ
る
。

と
く

に
陸
軍

関
係

の
施

設
は
、

『
大

阪
市
史
」

『
東

匿
史
」

等

に
記
録

さ
れ

て

い
る
が
、

昭
和

二
十
年

(
一
九
四

五
)

の
大
阪

大
空
襲

、

さ
ら

に
敗
戦

直
後

に
お
け

る

諸
記
録

の
焼
却

に
よ

っ
て
、

も
早

そ
の
状
況

は
わ
か
ら

な
く

な

っ
て

い
る

こ
と
が
予
想

さ
れ

る
。
従

っ
て
、
地

下

の
遺
構

を
対
象

と
す
る
考
古

学

の
役
割

は
、

こ

の
地
域

に
お

い
て
は
近
世

は
も

と
よ
り
近
代

に
ま

で
く

り
下
げ

る
必
要

が
あ

る
の
で
あ
り

、
今
回

の
調
査

は

こ
の
よ
う

な
観
点

に
立

っ
て
明
治
時
代

の
遺
構

の
検

出
と
記
録

に
と

ど
め

る
こ
と
を
試

み
た

の
で
あ
る
。

さ

て
、

大
手
前
女

子
短
大

の
敷
地

で
は
、

テ

ニ
ス

コ
ー

ト
の
直
下

に
約

二
〇
弛
.
の
焼
土
層

が
あ

る
。

と

り
も

直
さ
ず
、

土
地

に
刻
ま
れ
た

昭
和

二
十
年

三
月
十

三
日

の

払

暁
、
戦

時
下
を
生

き
た
私

た
ち

に
と

っ
て
は
忘
れ
る

こ
と

の

で
き
な

い
大
阪
大
空

襲

の
記
録

で
あ
る
。

そ
の
下

三
〇
～

四
〇
仕
ン
は
盛
土

で
あ
る
が
、
次

に
若
干

遺
物
を

包
含

す
る

土
層

(第
W
層
)
が
あ

る
。

そ

の
下

で
は
、

幅

八
〇
弛
.、

深
さ

三
〇
馳
、
の
南

北
に
走

る
溝

が
あ

り
、

こ
の
中

に
は
建
築

材
と
し

て
使

用
さ
れ

て

い
た
と

考
え
ら

歴
史
時
代
考
古
学
の
視
点
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第9図 明治20年 『大阪実測図』に見える大阪城

明治時代になると,わ が国でも測量にもとつ く精密な地図が作成されるようになっ

た。そのはじまりは,明 治18年(1885)の 仮製地形図で,現 在の国土地理院の1/25000

1/50000図 に受け継がれているが,当 時の縮尺は1/20000で あった。

本図は,明 治20年(1887)に 作成されたr大 阪実測図』(縮 尺1/10000)の 部分で

ある(原 本は藤井家蔵)。 大阪城本丸には第四師団司令部(現 在の大阪市立博物館)

が建ち,二 の丸跡には,陸 軍関係の建物が立ち並んでいる。城の西北に当たる大坂東

町奉行所の跡は 「陸軍副病院」 と記され,追 手口の前すなわち現在の大手前一帯は空

白となっている。その南にある 「語學校」は舎密局の後身である英語学校,本 町筋を

へだてた南側には 「第四大隊砲兵螢」さらに南は 「第八聯隊本営」と 「第八聯隊歩兵

螢」が上町筋の両側に建 っている。

これらの区域は,現 在官庁街となっているが,明 治維新以来百余年間におけるはげ

しい変容ぶ りを如実に物語っているである。原田伴彦 ・矢守一彦 ・矢内昭氏 「大阪古

地図物語」(昭 和55年7月,毎 日新聞社)参 照。
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れ
る
煉

瓦
を
砕

い
て
溝
内

に
詰
め
込
ま

れ

て
い
た

(第
11
図
)。

こ
れ

が
約
十

七
綴

つ
づ
き
、

そ
れ
か
ら

先

は
、

十

七
本

の
土
管

が
並

べ
ら
れ
、
漸
次

下
降
し

て
北
側

の
道

路

下

に
及

ん
で

い
る

こ
と

が
わ
か

っ
た
。

土
管

と

い
え

ば
、
愛

知
県
常
滑

市
が

生
産

地
と
し

て
有
名

で
あ

る
が
、

こ
の
土
管
も

常
滑
製

で
、
内

径

三

一
弛
ン
、
長

さ
六

九
馳
。

の
大
型

の
も

の
で
あ
り
、
組
合

せ

の
部

分
は
漆

喰
を
巻

い
て
固

め
ら

れ
て

い
た
。

排
水
溝

と
考

え
ら
れ

る
が
、
溝

の
左

右

は
地

面
が
よ
く

固
め
ら
れ

て

い
て
、

こ
こ
に
建

え
い
じ
ゆ

き
ゆ

う

物

の
存
在
し

て

い
た

こ
と
が
わ

か
る
。

そ
れ
は
藤
井
健

造
理
事
長

の
ご
記
憶

に
よ

っ
て
、
明

治
四
年

(
一
八
七

一
)

に
創

設
さ
れ

た
大
阪
衛
戌

病
院

に
伴

う
医
員
厩

(軍

医
所
用
の
馬
を
つ
な
ぐ
厩
舎
)
と
推
定
さ

れ

る
が
、

こ
れ
を

遺
構

の
上

で
確
認

で
き
た

こ
と
は

大
き
な
成

果

で
あ

っ
た
。

こ
れ

の
整

地
面

は
約

四
〇
馳
ン
の
厚

み
が
あ
り
、

上

下

二
層

(第
靱

.
医
層
)
に
分
か

れ
る
が
、

こ
の
中

に
は

大
量

の
屋
瓦
片

と
土
器

・
陶

器

・
磁

器

の
破
片

が

ふ
く

ま
れ

て

い
た
。

屋

瓦
は
、
巴

文
端
丸
瓦

.
唐
草

文
端
平

瓦
を

セ

ッ
ト

と
す
る
本

瓦
葺
所
用

の
も

の
と
、
丸

瓦

・
平

瓦

が

一
つ
と

な

っ
た
桟

瓦
葺

所
用

の
も

の
と
が
あ

る
。
考

古
資
料

と

し

て
は
扱

わ
れ

た
こ
と

の
少
な

い
江

戸
時
代

・
明
治
時
代

の
屋

瓦

で
あ
る
が
、

一
つ
ず

つ
検

討
す

る

と

瓦
屋

の

マ
ー
ク
を

ス
タ

ン
プ

し
た
も

の
を
見
出
し

た
。

ま

ワつ

　
り
く

土
器
は
数
の
上
で
は
少
な
い
が
、
土
釜

・
燈
明
皿
な
ど
古
く
か
ら
の
器
種
に
加
え
て
、
鯉
烙

・
七
輪
な
ど
は
時
代
色
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
多
種
多
様
な
の
は
陶
磁
器

す
り
は
ち

で
、
陶

器
で
は
揺
鉢

が
あ
る
。

口
径

五
〇
仕
ン
の
大
き

い
も

の
か
ら
十

五
脅
ン
程
度

の
も

の
ま

で
さ
ま
ざ
ま

で
、

全
体

に
目
が
細

か
く
中

・
近
世

の
揺
鉢

と
は
違

っ
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど

が
備

前
焼

で
あ

る
が
、
若
干

、
丹
波
焼

と
見
ら

れ
る
も

の
、

土
管
と
同

じ

器
質

で

マ
ン
ガ

ン
を
鉄

に
ま
ぜ
た
粕

薬

を
施

し
た
常

滑

の
製
品

が
あ
る
よ

う
に
思

わ

れ

る
。

こ
れ

ら
を
資
料
と
し
た

場
合

、

中
世
か
ら

近
世
を

経

て
現
代

に
至
る
揺
鉢

の
編
年

が
可
能

で
あ

る
。
次

に
施
粕

陶
器

で
あ
る
が
、

多
彩
を
極

あ
、

近
世

と
は
ま

っ

た

く
様

相
を
異

に
し
、
器
種

の
上
か
ら

も
器
形

の
上
か
ら

も
、
も

早
○
○

焼
な
ど

と
言

い
切
れ
る
も

の
で
は
な

い
。

屋
号

・
町
名

の
入

っ
た
徳

利

・
猪

口

・
湯
呑
茶
碗

・

花

立

.
ゆ
き

ひ
ら
等

、
出
土
遺

物
と

い
う
よ
り
も
、
古

い
家

の
水

屋

の
中

に
並

べ
ら
れ

て

い
る
民
俗
資

料

で
あ

る
。

磁
器

も
多
彩

で
、

伊
萬

里
焼

・
京
焼

が
圧
倒
的

で
あ

る
。
興

味
を
惹
く

の
は
、
薄
手

の
小

さ

い
猪

口
で
図
柄

の
上

に

」
浪
速
天
保

山
景
L

と
書

か
れ

て

い
る
。

天
保

山

は
天

保

二
年

(
一
八
三

一
)
、

幕
府

の
命

に
よ

っ
て
淀

川

の
下

流

の

一
つ
、

安
治
川

の
凌
喋

が
行

な
わ
れ
、

川
底

か
ら
揚
げ

た
土
砂

を

川

口
に
積

み
上
げ

た
人

工

の
山

で
大
坂

の
名

所

で
あ

っ
た
。

こ
の
猪

口
に
描

か
れ
て

い
る

図

柄

の
木

造
燈
台

は
、

明
治
維
新
後

取

こ
わ

さ
れ

て
石
積

み

に

か
わ

っ
た

こ
と

が

知
ら
れ

て
お
り
、

こ
の
猪

口
の
作

ら
れ
た
年

代
を
物

語

っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
点
か

ら
、
第

田

.
皿
層

の
遺
物

は
幕

末
か

ら
明
治
初
年

に
か
け

て

の
も

の
と
見
ら

れ
、

日
常
の
雑

器
類

で
あ

る
。

こ

の
敷
地

の
整
地
に
当
た

っ
て
近
く

に
存
在

し
た

建
物

の
取

殿

し

の
際
に
不
用
と

な

っ
た
も

の
を

運
び
込

ん
だ

と
考

え

ら
れ
る
が
、

江
戸
時

代

の
も

の

に

つ
い

て
は

道

を
距

て
た

北
側

の
大
坂
東
町

奉
行
所

の
遺
品

で
あ

っ
た
可

能
性

が

大
き

い
。

歴
史
時
代
考
古
学
の
視
点
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第10図 大手前女子短大敷地検出の豊臣時代遺構

第11図 明治時代の溝
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こ
れ
ら
の
層
の
下
は
、
砂
を
混
じ
え
た
黄
褐
色
土
層
と
な
り
、
上
町
台
地
の
自
然
層
と
考

え
ら
れ
る
。
調
査
区
域

の
中
央
で
は
こ
れ
が
下
降
し
て
行
き
、
そ
の
上
を
青

灰
色
粘
土
層
が
掩

っ
て
い
た
。

こ
れ
を
除
去
す
る
と
木
製
品

・
屋
瓦

・
土
器

・
陶
器
片
を
ふ
く
む
黒
灰
色
土
層
が
存
在
し
て
い
る
。
金
色
が
燦
然
と
の
こ
る
金
箔
瓦
が
出

土
し
た
の
は
こ
の
個
所
で
、
大
坂
落
城
時
に
さ
か
の
ぼ
る
三
の
丸
跡
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
の
検
出
が
予
想
さ
れ
る
(第
10
図
)
。

と
こ
ろ
で
、
全
国
的
に
見
る
と
、
広
島
県
福
山
市
を
流
れ
る
芦
田
川
の
下
流
の
中
洲
で
、
明
王
院
の
門
前
町

・
市
場
町
で
あ

っ
た
草
戸
千
軒
町
遺
跡
と
、
福
井
市
足
羽

町

一
乗
谷
に
所
在
す
る
越
前
国
の
守
護
大
名
朝
倉
氏
館
跡
の
二
つ
は
、
中
世
遺
跡

の
代
表
的
な
発
掘
調
査
で
あ
る
。

そ
の
他
、
城
跡

・
館
跡
の
調
査
は
全
国
各
地
で
進
め

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
都
市
遺
跡

の
調
査

に
つ
い
て
も
着
手
さ
れ
、
広
島
県
尾
道
市
や
福
山
市
の
靹
之
浦
等

の
港
町
や
、
平
安
京
以
来
連
綿
と

つ
づ
く
京
都
市
で
は
地
下

鉄
烏
丸
線
に
伴
う
調
査
を
は
じ
め
、
平
安
京
域
で
の
開
発
行
為
は
事
前

の
発
掘
調
査
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
古
代

・
中
世
に
港
町
と
し
て
さ
か
え
た
博
多
を
も

つ
福

岡
市
で
も
地
下
鉄

工
事
に
伴
う
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
、
数
か
ず

の
成
果
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
大
阪
府

で
は
、
中
世
の
自
治
都
市
と
し
て
日
本
史
上
名
高

い
堺
で

の
調
査
が
よ
う
や
く
着
手
さ
れ
た
が
、
大
坂
城
跡
を
ふ
く
む
大
坂

の
町
は
都
市
遺
跡
と
し
て
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。

大
坂
城
跡
と
し
て
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
大
阪
城

の
周
辺
、
と
く

に
大
手
前
の
地
域
は
、
す
で
に
公
共

・
民
間
を
ふ
く
め
て
鉄
筋
の
建
物
が
櫛

歯
し
、
地
下
遺
構
の
調
査
な
ど
が
え
り
見
ら
れ
な
い
ま
ま
今
日
に
及
ん
で
い
る
。
大
手
前
女
子
学
園
校
地
の
西
側
に
は
、
広
大
な
府
立
大
手
前
高
等
学
校

の
グ
ラ
ン
ド
が

あ
る
が
、
江
戸
時
代

の
大
坂

の
絵
図
を
見
る
と
侍
屋
敷
の
並
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
敷
地

の
中
に
、
昨
年
度
に
体
育
館
と
プ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
た
が
、
工
事
に

先
立

っ
て
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
話
は
聞
か
な

い
。

こ
れ
が
文
化
財
保
護
行
政
を
担
当
す
る

大
阪
府

教
育

委
員
会

の
文
字
通
り
お
膝
下
で
の
で
き
ご
と
で
あ

る
。

追
手
門
学
院

の
校
舎
建
築
で
は
、

周
知
の
遺
跡
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
建
築
確
認
申
請
が
提
出
さ
れ
、

す
で
に

杭
打
ち
を
終
わ

っ
た
段
階

で
大
阪
市
教
育
委
員

会
が
工
事

の
中
止
と
発
掘
調
査

の
実
施
を
指
示
し
た
。

一
方
で
は
、
大
阪
府
の
施
設
が
周
知

の
遺
跡
に
対
し
て
発
掘
調
査
を
行
な
う
こ
と
な
く
進
め
ら
れ

て
い
る
の
で
あ

る
。大

手
前

の
地
域
を
注
意
し
て
見
る
と
、
大
坂
東
町
奉
行
所
跡

の
石
垣
や
、
大
手
前
高
校
グ
ラ
ン
ド
西
沿
い
の
塀
の
基
礎
と
な

っ
て
い
る
石
垣
は
江
戸
時
代
の
も

の
で
あ

る
。
広
大
な
地
域

に
官
庁
等
の
建
物
が
並
ん
で
い
る
と
は
い
え
空
地
は
随
分

の
こ
さ
れ

て
い
る
。
今
後
は
、
公
共
機
関

・
民
間
を
問
わ
ず
、

こ
の
地
域
に
お
い
て
行
な
わ

れ
る

一
切
の
建
設

・
土
木

工
事
に
際
し

て
は
、
発
掘
調
査
を
義
務
づ
け
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
大
阪
府

・
大
阪
市
当
局
が
連
携
し
た
上

で
の
強
力
な
行
政
措
置
と
、
そ

れ
に
伴
う
調
査
体
制
が
確
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
。

歴
史
時
代
考
古
学
の
視
点
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歴
史
時
代
考
古
学
の
視
点

こ
う
し
た
現
状
の
中
で
、
微
小
な
区
域
で
は
あ
る
が
、
校
地
学
術
調
査
委
員
会

を
組
織
し
、
原
因
者
負
担
に
よ
る
多
額
の
経
費
と
、
校
舎
建
築
の
延
引
等
の
犠
牲
を
か

え
り
み
ず
校
地
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
る
の
は
、
以
上
に
述
べ
て
来
た
視
点
に
立
脚
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
藤
井
健
造
理
事
長
の
、
地
下
に
埋
も
れ
た
校
地
の
歴

史

の
究
明
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
情
熱
と
英
断
の
賜
物
で
あ
る
こ
と
を
特
に
銘
記
し
て
お
き
た

い
。

注考
古
資
料
と
民
俗
資
料

ω

追
手
門
学
院
校
地
学
術
調
査
委
員
会

「大
坂
城

三
の
丸
跡
の
調
査
」
(『考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
第

一
八

一
号
、
昭
和
五
五
年

一
〇
月
)

お
よ
び
藤
井
直
正

・
木
下

丸
跡

の
調
査
」
(『日
本
考
古
学
協
会
第
47
回
総
会
資
料
』
昭
和
五
六
年
五
月
)

吻

藤
井
直
正

・
栄
原
永
遠
男
氏

「大
阪

・
大
坂
城

三
の
丸

(京
橋
口
)
遺
跡
」

(『
木
簡
研
究
』
第
二
号

二

九

七
九
年
出
土
の
木
簡
」
所
収
、
昭
和
五
五
年

=

月
)

㈲

栄
原
永
遠
男
氏

「
現
大
阪
城
周
辺
出
土
の
木
簡
」
(『大
坂
城

三
の
丸
跡
の
調
査
』
所
収
)

ω

東
大
阪
市
教
育
委
員
会

『河
内
木
綿
』

(『
東
大
阪
市
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第

二
冊
、
昭
和
四
八
年
三
月
)

明
治
時
代
の
遺
構
と
遺
物

㈲

岡
本
良

一
氏

『大
坂
城
』
(岩
波
新
書
、
昭
和
四
五
年

一
月
)

に
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

㈲

渡
辺

武
氏

「豊
臣
時
代
大
坂
城
の
三
の
丸
と
惣
構
に
つ
い
て
ー

『倦
台
武
鑑
』
所
収

「大
坂
冬
の
陣
配
陣

図
」

六
年

三
月
)

亘

「
大
坂
城
三
の

を
中
心
に
ー
』
(『
難
波
宮
趾
の
研
究
第
7
』
論
考
篇
所
収
、
昭
和
五
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